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賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

今
回
４
千
筆
余
の
署
名
が
短
期
間

に
集
ま
っ
た
。
市
内
の
具
体
的
道
路

交
通
問
題
は
、
連
雀
通
り
の
狭
隘
部

分
も
東
町
の
南
北
交
通
問
題
も
、
は

け
の
自
然
を
破
壊
し
、
多
く
の
住
民

を
追
い
出
し
、
巨
額
の
税
金
を
投
入

す
る
道
路
建
設
で
は
な
い
方
法
で
、

安
全
を
図
り
う
る
も
の
。
住
民
追
い

出
し
・
自
然
破
壊
の
都
市
計
画
道
路

の
事
業
化
計
画
は
や
め
さ
せ
る
べ
き
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

林
　
倫
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

ま
ず
、
本
陳
情
に
４
千
500
筆
も
の

署
名
が
集
ま
っ
た
事
実
を
重
く
受
け

止
め
る
べ
き
だ
。

「
現
在
で
も
、
野
川
に
そ
そ
ぐ
湧

水
は
暗
渠
を
通
っ
て
い
る
」
と
の
指

摘
が
あ
る
が
、
こ
れ
で
い
い
、
と
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
後
の
世
代

に
私
た
ち
が
残
す
べ
き
は
、
道
路
と

そ
れ
を
建
設
す
る
た
め
の
負
債
で
は

な
く
、
豊
か
な
自
然
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

坂
井
え
つ
子
（
緑
・
市
民
自
治
）

野
川
や
は
け
を
積
極
的
に
守
り
、

市
民
と
対
話
を
重
ね
て
ま
ち
づ
く
り

を
行
っ
て
い
く
べ
き
だ
。「
優
先
整

備
路
線
は
都
が
独
自
に
選
定
し
た
も

の
で
、
市
は
判
断
す
る
立
場
に
な

い
」
と
の
認
識
は
、
地
方
自
治
を
手

放
し
た
と
言
え
る
。
署
名
を
し
た
４

千
500
人
、
一
人
ひ
と
り
の
意
志
を
重

く
受
け
止
め
、
計
画
の
見
直
し
を
都

に
求
め
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

は
け
の
保
存
の
た
め
に
、
都
市

計
画
道
路
３
．４
．１
号
線
及

び
３
．４
．11
号
線
外
の
優
先

整
備
計
画
の
見
直
し
・
変
更
を

東
京
都
に
求
め
る
陳
情
書

請
願
・
陳
情
に
対
す
る
討
論

続
き
は
８
面
に
掲
載

�

片
山
　
薫
（
緑
・
市
民
自
治
）

❶
ア
さ
わ
ら
び
学
童
保
育
所
の
運
営
が
、
委
託

か
ら
直
営
に
戻
る
理
由
は
。
イ
子
ど
も
に
負
担
の

な
い
体
制
を
。
ウ
第
三
者
機
関
に
よ
る
検
証
を
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

ア
事
業
者
か
ら
辞
退
さ
れ

た
。
イ
ベ
テ
ラ
ン
を
配
置
す
る
。
ウ
考
え
て
な
い
。

❷
ア
福
祉
会
館
の
仮
移
転
と
利
用
者
の
状
況
は
。

イ
公
民
館
事
業
と
利
用
者
の
状
況
は
。
ウ
16
ミ
リ

市
民
映
画
会
の
継
続
は
。
エ
市
民
と
協
働
し
て
講

座
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
。
オ
市
民
検
討
委
員
会
で

公
民
館
と
福
祉
会
館
の
在
り
方
の
議
論
を
。

福
祉
保
健
部
長　

ア
第
二
庁
舎
や
民
間
事
務
所

等
を
検
討
し
て
い
る
。
利
用
者
と
は
個
別
相
談
。

生
涯
学
習
部
長　

イ
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
企
画
実
行
委
員
会
、
公
民
館
運
営
審
議
会
で
了

承
済
み
。
活
動
中
止
団
体
は
な
い
。
エ
検
討
す
る
。

公
民
館
長　

ウ
意
見
と
し
て
伺
う
。

市
長　

オ
庁
内
で
の
協
議
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

■
そ
の
他
、
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
支
援
充
実
と

庁
内
連
携
を
求
め
ま
し
た
。

�

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

ア
小
金
井
市
の
固
定
資
産
税
の
税
収
が
少
な
い

理
由
は
、
課
税
面
積
が
少
な
い
こ
と
と
、
都
市
計

画
の
遅
れ
で
あ
る
。
都
市
計
画
の
見
直
し
に
よ
る

歳
入
構
造
改
革
と
い
う
、
私
の
提
案
に
対
す
る
見

解
を
求
め
る
。
イ
選
挙
公
報
に
よ
る
と
、
６
施
設

複
合
化
は
一
例
で
あ
り
、「
市
民
の
皆
さ
ん
と
決

定
す
る
」
と
い
う
の
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
な
の
か
。

企
画
財
政
部
長　

ア
今
後
、
徴
収
率
の
向
上
と

駅
周
辺
の
整
備
に
よ
り
、
歳
入
構
造
の
見
直
し
へ

積
極
的
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
地
域
創
生
総
合
戦

略
に
て
、
長
期
的
に
移
住
・
定
住
へ
つ
な
げ
る
こ

と
に
よ
り
、
反
射
的
効
果
を
狙
う
。

市
長　

ア
税
収
を
上
げ
る
た
め
に
用
途
地
域
の

変
更
を
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
住
民
の
発
意

も
な
い
。
駅
周
辺
の
再
開
発
で
、
将
来
的
な
税
収

構
造
の
改
善
を
目
指
す
。
イ
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は

な
く
、「
小
金
井
ら
し
い
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
プ
ラ

ン
を
提
案
し
、
市
民
の
皆
様
と
決
着
し
ま
す
」
が

一
般
的
に
言
う
選
挙
公
約
と
理
解
し
て
い
る
。

�

渡
辺
大
三
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

ア
市
長
は
「
６
施
設
集
約
」
と
の
選
挙
公
約
を
、

施
政
方
針
で
は
「
一
例
」
と
表
現
し
た
。
選
挙
後
、

就
任
し
た
途
端
に
「
一
例
」
と
す
る
に
至
っ
た
経

緯
は
。
イ
６
施
設
を
蛇
の
目
ミ
シ
ン
工
場
跡
地
に

「
集
約
」
す
る
の
が
公
約
だ
っ
た
の
か
、「
複
合

化
（
一
つ
の
建
物
）」
す
る
の
が
公
約
だ
っ
た
の

か
。
ウ
市
長
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
「
検
証
す
る
」
と
い
う
が
、
お
役
人
に
判
断
を

委
ね
て
、
市
民
の
出
番
は
な
い
の
か
。

市
長　

ア
こ
れ
は
議
論
の
「
た
た
き
台
」
と
も

な
る
、
実
現
し
た
い
政
策
の
一
つ
で
あ
る
。
イ

「
複
合
化
」
が
公
約
で
あ
る
。
ウ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
は
、
庁
内
の
検
討
で
あ
る
。
し
か
る
べ
き

時
期
に
市
民
と
意
見
交
換
す
る
場
を
つ
く
り
た
い
。

■
「
６
施
設
複
合
化
」
と
は
、
本
庁
舎
、
第
二
庁

舎
、
福
祉
会
館
、
図
書
館
本
館
、
前
原
暫
定
集
会

施
設
、
本
町
暫
定
庁
舎
の
機
能
を
一
つ
の
建
物
に

入
れ
て
蛇
の
目
ミ
シ
ン
工
場
跡
地
に
建
設
す
る
と

い
う
、
西
岡
市
長
の
選
挙
公
約
で
あ
る
。

�

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

市
全
体
の
公
共
施
設
の
管
理
計
画
を
策
定
中
で

あ
る
が
、
ア
国
は
総
量
抑
制
を
求
め
て
い
る
。
目

標
の
設
定
を
す
る
の
か
。
イ
公
共
施
設
を
減
ら
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な

い
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ウ
小
中
学
校
の

老
朽
化
が
深
刻
だ
が
、
実
態
調
査
と
改
修
の
計
画

を
策
定
し
な
い
か
。
エ
市
役
所
等
の
６
施
設
複
合

化
案
で
は
、
図
書
館
と
福
祉
会
館
の
面
積
が
不
足

し
て
い
な
い
か
。
67
億
円
の
総
費
用
も
図
書
館
の

コ
ス
ト
高
の
建
設
単
価
を
含
ん
で
お
ら
ず
、
実
際

よ
り
低
く
見
込
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。

企
画
財
政
部
長　

ア
国
の
指
針
に
沿
う
も
の
と

し
て
計
画
を
ま
と
め
た
い
。
イ
サ
ー
ビ
ス
の
視
点

も
踏
ま
え
て
、
十
分
に
留
意
し
た
い
。

学
校
教
育
部
長　

ウ
平
成
32
年
度
ま
で
に
個
別

計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
く
。

市
長　

エ
面
積
は
試
算
の
た
め
の
ベ
ー
ス
で
あ

り
、
今
後
の
検
討
課
題
。
建
設
単
価
は
考
慮
に
入

れ
て
い
な
か
っ
た
。

議
　
決
　
結
　
果

付
　
託
　
先

○：賛成　 ×：反対　 △：退席　 議：議長（原則、採決には加わらず）
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口
　
哲
治

福祉売店「りんくの店」に関する陳情書
第二庁舎内、または人の多く集まる場所への「りんくの店」の移転先の
確保、また、新庁舎建設の際は、設計段階から市役所内に障がいのある
人々が働ける場所の設置を求める。

厚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 採　択

国に対し、「保育料負担軽減、保育士の処遇改善、
認可保育所増設のための緊急対応と財源確保を
求める意見書」提出を求める陳情書

①保育料引下げ、②保育士の処遇改善、③認可保育所増設、④子ども・
子育て支援新制度実施のための早急な財源確保と関係予算の大幅増額を
求める意見書を国に提出することを求める。

厚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 採　択

軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防、そ
の危険性や予後の相談の出来る窓口などの設置
を求める陳情書

脳しんとう及び軽度外傷性脳損傷への対応について、教育機関での周知
徹底、専門医の判断と検査、相談窓口設置、調査・開示の実施等を求め
る意見書を国等に提出することを求める。

厚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 採　択

都市計画道路小金井 ３ ・ ４ ・ １ 号線及び ３ ・
４ ・１１号線外の整備方針（第四次事業化計画）

（案）に関する陳情書

都市計画道路の整備方針の決定に際し、小金井 ３ ･ ４ ･ １ 号線及び ３ ・
４ ・１１号線外の ２ 路線の周辺環境の希少性・重要性を考慮して計画を見
直すよう、市が東京都に申し入れるよう求める。

建 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ × 採　択

市庁舎及び福祉会館の建設スケジュールに関す
る陳情書

市庁舎及び福祉会館の建設スケジュール（案）を平成２８年第 １ 回定例会
中に明らかにすること、また、全員協議会を開催し、その妥当性を検証
し、各会派の見解を明らかにすることを求める。

総 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 採　択

都市計画道路 ３ ． ４ ． １ 号線及び ３ ． ４ ．１１号
線外の優先整備路線確定前に、市民を交えた議論
の機会の設置を求める陳情書

優先整備路線 ２ 路線の整備の是非について、長期的な視野で市民を交え
た今後のまちづくりの在り方とともに考えるプロセスを経たいという市
の意思を、 ３ 月末までに東京都に示すよう求める。

建 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 採　択

はけの保存のために、都市計画道路 ３ ． ４ ． １ 号
線及び ３ ． ４ ．１１号線外の優先整備計画の見直
し・変更を東京都に求める陳情書

はけの保存のために、優先整備計画の見直し・変更について市が東京都
に求めることを求める。また、本陳情の議決を今定例会中に行うことを
求める。

建 × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ × 採　択

小金井市民間保育所等に対する小金井市補助金
の安定した財源確保と公私間格差是正を求める
陳情書

補助金等の安定した財源確保、国や東京都の補助金の情報開示、園児や
父母、民間保育所職員に必要な補助金等の早急な予算化、保育環境の整
備促進のため公私間格差をなくすことを求める。

厚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 採　択

小金井市福祉会館の早期建設を求める陳情書
建設用地として既に行政決定がされた本町暫定庁舎用地に、公民館機能
を併せ持つ新福祉会館を早期に建設すること、また、それまでの間の代
替施設を早急に設けることを求める。

厚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × 議 × × 採　択

小金井市立図書館取扱図書の規制の強化並びに
都に有害図書の定義の広汎化及び例規の改正を
求める意見書の提出に関する陳情書

図書館取扱図書の規制強化のため、例規改正を求める。また、有害図書
の定義の広汎化のため、東京都青少年の健全な育成に関する条例の改正
等に係る意見書を東京都に提出することを求める。

厚 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 議 × × 不採択

市役所正規職員の削減を求める陳情書
平成28年度の正規職員数を、前年度対比で減員となるよう必要な措置を
講じること、また、平成28年度予算に関しても、職員減員の立場に立っ
て適切な予算定数を設定することを求める。

総 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × ○ ○ × × × × 議 △ ○ 不採択

市職員の地域手当引き上げに反対する陳情書
平成28年第 １ 回定例会に、市職員の地域手当を本年度から ３ か年にわた
り引き上げる条例案と予算案が提出されたが、市職員の地域手当は引き
上げず、現行の水準に据え置くことを求める。

総 × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × × ○ ○ 議 △ ○ 不採択

日野市石田地区における日野市・国分寺市・小
金井市三市共同による新可燃ごみ焼却施設建設
計画の中止を求める陳情書

日野市の老朽施設更新に便乗した、小金井市、国分寺市との三市共同に
よる新可燃ごみ焼却施設建設計画は中止し、支出根拠について市民に明
確に説明し、よく協議することを求める。

資 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 議 × × 不採択

請願・陳情の審議結果
付託先略称　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会　　資：資源循環型社会推進調査特別委員会

共：日本共産党小金井市議団
リ：リベラル保守の会
改：改革連合

 

自：自由民主党小金井市議団
民：小金井市議会民主党
緑：緑・市民自治こがねい
小：小金井自由民主

【会派略称】
公：小金井市議会公明党
ネ：生活者ネットワーク
会：こがねい市民会議
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